
第64回

山形県交通安全県民大会
交通安全「互いに守る 思いやり」県民運動

山形県交通安全シンボルマーク

と　き／令和７年10月22日（水）
ところ／山形国際交流プラザ　山形ビッグウイング

主催／山形県交通安全対策協議会





第６４回山形県交通安全県民大会開催要領

１　目　的
　　�　交通事故の防止、交通安全思想の普及及び交通安全意識の高揚を図り、安全で
安心できる住みよい交通社会の実現を図る。

２　主　催
　　　山形県交通安全対策協議会

３　協　賛
　　　一般財団法人山形県交通安全協会、一般社団法人山形県安全運転管理者協会、
　　　山形県交通安全母の会連合会

４　後　援
　　　山形県、山形県警察本部、山形県教育委員会、山形県市長会、山形県町村会

５　参加者
　　　交通安全功労関係表彰受賞者、交通安全推進機関・団体関係者

６　大会日程・会場等
　　⑴　日　　時　　令和７年１０月２２日（水）　１３：３０～１５：４０
　　⑵　場　　所　　山形国際交流プラザ　山形ビッグウイング
　　⑶　参加人数　　約２５０人





第６４回山形県交通安全県民大会次第

　開会のことば　　　　　　山形県交通安全協会長

Ⅰ　表彰式典

　　　１　山形県民の歌斉唱

　　　２　交通事故犠牲者に対する黙とう

　　　３　大会会長挨拶　　山形県知事

　　　４　表　　彰　

　　　　　⑴　山形県交通安全対策協議会長表彰

　　　　　⑵　山形県警察本部長・山形県交通安全協会長連名表彰

　　　　　⑶　山形県警察本部長・山形県安全運転管理者協会長連名表彰

　　　５　来賓祝辞

　　　　　⑴　山形県議会議長

　　　　　⑵　山形県公安委員会委員長

　　　６　来賓紹介

　　　７　祝電披露

　　　８　大会宣言　　　　山形県交通安全母の会連合会長

〈10分間休憩及び準備〉

Ⅱ　記念講演

　　演題　「安全運転を続けるために

　　　　　　～ベテランドライバーに知っておいてほしいポイント～」

　　講師　ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社

� 　上席コンサルタント　金井　昭樹 氏

　閉会のことば　　　　　　山形県安全運転管理者協会長

－ 1 －



山形県交通安全対策協議会長（知事）表彰

◎交通安全功労者の部
　交通安全のために献身的に尽力し、交通事故防止に功績のあったもの
　交通安全に関する団体の育成、運営、発展等に功労のあったもの

（個人）� 33名
市町村名 氏　　名 市町村名 氏　　名
山 形 市 田　中　鈴　子 鮭 川 村 佐　藤　礼　子

〃 加　藤　　　潤 米 沢 市 山　田　みどり

〃 江　口　　　博 〃 長　沢　章　広

上 山 市 須　藤　　　正 〃 石　川　裕　子

天 童 市 清　和　志　郎 南 陽 市 安久津　正　行

〃 片　桐　太　一 高 畠 町 渡　辺　博　樹

〃 東海林　和　雄 白 鷹 町 飯　澤　初　美

東 根 市 髙　橋　善　一 鶴 岡 市 三　浦　利　昭

尾 花 沢 市 溝　越　正　廣 〃 佐　藤　正　晴

〃 門　脇　正　子 〃 齋　藤　廣　子

河 北 町 太　田　末　子 〃 清　和　ふみ子

〃 渡　邉　清　志 〃 鳴　海　正　敏

大 江 町 庄　司　新　治 〃 本　間　　　昭

新 庄 市 鈴　木　さつき 酒 田 市 桐　原　英　生

金 山 町 青　栁　英　雄 〃 小　松　久　芳

〃 永　山　えみ子 〃 加　藤　　　眞

舟 形 町 阿　部　　　泉

（団体）� ２団体
市町村名 団　　　体　　　名

山 形 市 山 形 地 区 交 通 安 全 協 会 蔵 王 支 部

三 川 町 有 限 会 社 フ ァ ッ シ ョ ン 四 季
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◎交通安全優良学校の部� ３校
　交通安全教育に尽力し、交通安全の確保に功績のあった学校

市町村名 学　　　　　　校　　　　　　名

南 陽 市 南 陽 市 立 赤 湯 中 学 校

小 国 町 小 国 町 立 叶 水 小 中 学 校

酒 田 市 酒 田 市 立 鳥 海 小 学 校

◎優良運転者の部� ５名
　多年にわたり無事故・無違反を続け、人格・技能ともに他の運転者の模範と認め
られるもの

市町村名 氏　　名 市町村名 氏　　名

山 形 市 丹　羽　廣　昭 酒 田 市 藤　井　敬　治

小 国 町 飯　田　健　二 庄 内 町 鈴　木　清　二

鶴 岡 市 髙　橋　廣　義

◎賞詞（交通死亡事故ゼロ記録達成）の部� １団体

市町村名 団　　　体　　　名 期　　間

鮭 川 村 鮭川村交通安全推進協議会 ８年
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山形県警察本部長 連名表彰山形県交通安全協会長
◎民間交通安全功労者の部
　多年にわたり、交通事故の防止、交通秩序の維持改善、その他交通安全運動に尽
力しているもの
（個人）� 10名

◎交通安全優良学校の部� ７校
　学校、生徒及びＰＴＡ等が一体となり、児童・生徒等の交通安全に尽力し、成果
を収めている学校

地 区 名 学　　　校　　　名

山 形 山 形 市 立 出 羽 小 学 校

上 山 上 山 市 立 南 小 学 校

寒 河 江 寒 河 江 市 立 寒 河 江 小 学 校

庄 内 庄 内 町 立 余 目 第 一 小 学 校

酒 田 酒 田 市 立 西 荒 瀬 小 学 校

鶴 岡 鶴 岡 市 立 斎 小 学 校

米 沢 川 西 町 立 犬 川 小 学 校

地 区 名 団　　　体　　　名

山 形 山 形 地 区 交 通 安 全 協 会 第 五 支 部 女 性 部

村 山 ま ち ね っ と 神 町

尾 花 沢 宮 沢 地 区 公 民 館

酒 田 酒 田 第 一 タ ク シ ー 株 式 会 社

南 陽 和田地区交通安全・防犯パレード実行委員会

（団体）� ５団体

地 区 名 氏　　名 地 区 名 氏　　名

最 上 横　山　隆　文 鶴 岡 長谷川　春　美

庄 内 西　村　　　俊 〃 加　藤　洋　子

酒 田 庄　司　茂　正 小 国 大　谷　淳　子

〃 長　澤　文　男 南 陽 土　屋　浩　二

〃 佐　藤　十一郎 米 沢 杉　本　雄　一
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◎優良協会役員の部� 30名
　交通安全協会役員として、功労が特に顕著であるもの

地 区 名 氏　　名 地 区 名 氏　　名

山 形 逸　見　良　昭 最 上 星　川　正　雄

〃 渡　辺　　　弘 〃 栗　田　勝　美

〃 小　林　冨士男 酒 田 矢　作　文　子

〃 村　山　　　拓 〃 梶　原　久　美

〃 森　谷　浩　一 〃 佐　藤　　　正

〃 川　口　　　実 〃 小　林　輝　男

上 山 中　山　清　人 〃 加　藤　　　茂

天 童 佐　藤　　　繁 鶴 岡 佐　藤　八重治

〃 保　科　洋　子 〃 五十嵐　敬　一

寒 河 江 鈴　木　誠一郎 〃 齋　藤　　　修

〃 佐　藤　幸　夫 〃 齋　藤　一　雄

〃 荒　木　吉　則 長 井 小　川　隆　文

村 山 滝　口　雄　二 南 陽 山　口　秀　一

〃 小　室　　　廣 〃 江　川　五郎次

最 上 大　場　洋　介 米 沢 長　澤　政　男
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◎優良運転者の部� 74名
　安全運転を心がけ、人格・技能とも優れ、他の運転者の模範と認められるもの

地区名 氏　　名 地区名 氏　　名 地区名 氏　　名

山 形 小　川　年　勇 最 上 斉　藤　高　夫 鶴 岡 五十嵐　惠美子

〃 渡　邊　修　一 庄 内 村　井　　　忠 〃 冨　樫　朝　記

〃 本　多　義　和 〃 佐　藤　　　進 〃 槇　田　　　栄

〃 石　山　富　治 酒 田 佐　藤　徳　康 〃 松　浦　　　誠

〃 後　藤　和　夫 〃 藤　井　良　明 長 井 吉　田　昌　弘

〃 佐　藤　賀智久 〃 髙　坂　多喜子 〃 平　田　伸　一　

上 山 冨　澤　弘　一 〃 五十嵐　龍　一 〃 今　野　裕　子

〃 小笠原　榮　治 〃 大　島　　　久 〃 丸　川　幸　記

〃 佐　藤　晴　夫 〃 今　野　昭　治 〃 丹　野　栄　子

天 童 山　田　善　弘 〃 齋　藤　千鶴子 〃 中　川　まゆ子

〃 工　藤　弘　道 〃 佐久間　まり子 小 国 益　田　宏　俊

寒河江 渡　部　孝　夫 〃 矢　作　　　武 〃 佐　藤　　　郁

〃 志　田　　　裕 〃 佐　藤　幸太郎 〃 伊　藤　喜　裕

〃 安　藤　恵　美 〃 佐　藤　勝　和 南 陽 小　関　富士雄

〃 大　泉　　　健 〃 土　門　美　夫 〃 小　関　弓　子

〃 清　野　則　昭 〃 綱　渕　芳　幸 〃 高　橋　静　夫

村 山 門　脇　　　功 〃 齋　藤　　　博 〃 髙　橋　三代子

〃 三　澤　幸　代 〃 菅　原　律　子 〃 飯　澤　文　雄

〃 中　里　　　剛 鶴 岡 加　藤　　　修 〃 鈴　木　道　子

尾花沢 三　浦　敏　定 〃 今　野　美　香 〃 平　　　正　一

最 上 五十嵐　正　美 〃 五十嵐　敏　之 米 沢 關　　　正　樹

〃 三　上　一　雄 〃 五十嵐　雅　樹 〃 岡　崎　　　努

〃 天　口　壮　一 〃 工　藤　京　子 〃 山　口　富貴子

〃 柴　田　幸　則 〃 武　田　由　美 〃 佐　藤　邦　男

〃 小　野　光　雄 〃 遠　藤　浩　幸
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山 形 県 警 察 本 部 長 連名表彰山形県安全運転管理者協会長
◎優良安全運転管理者の部� 45名
　事業所の安全運転管理者として交通安全の推進に多大な功労があり、他の模範と
認められるもの
地区名 事　　業　　所　　名 氏　　　　　名 地区名 事　　業　　所　　名 氏　　　　　名

山 形 株 式 会 社 山 形 組 鈴　木　美　嗣 酒 田 大 場 建 設 株 式 会 社 大　場　清　悦

〃 株式会社大洋測量設計社 工　藤　佳　晴 〃 林建設工業株式会社 相　蘇　賢　治

〃 いこい重車輌株式会社 山　口　俊　哉 〃 荘 内 証 券 株 式 会 社 永　田　晃　一

〃 株 式 会 社 フ ロ ッ ト 嵐　田　一　成 〃 東北電機鉄工株式会社 横　田　文　彦

〃 山 新 建 装 株 式 会 社 伊　藤　義　樹 〃 株式会社石井製作所 村　上　　　聡

〃 山 形 電 設 株 式 会 社 阿　部　　　学 〃 株 式 会 社 萬 谷 池　田　健　治

上 山 株式会社月岡ホテル 山　口　知　洋 〃 出 羽 商 事 株 式 会 社 那　須　善　樹

天 童 カクシメ運送株式会社 井　上　正　彦 鶴 岡 株式会社シンクロン�
鶴 岡 工 場 前　田　　　臣

〃 株式会社山本製作所 菅　野　朋　宏 〃 株式会社庄交コーポレーション�
東 京 第 一 ホ テ ル 鶴 岡 髙　橋　弘　美

寒河江�
西村山 株 式 会 社 平 野 学 園 佐　藤　義　則 〃 鶴 岡 ガ ス 株 式 会 社 佐　藤　　　伸

〃 橋 本 商 事 株 式 会 社 大　場　百合子 〃 上野土木建設株式会社 澤　川　一　美

〃 遠 藤 建 設 株 式 会 社 遠　藤　隆　一 〃 有限会社斎藤電気工事店 斎　藤　優　子

〃 有限会社佐竹法面工業 佐　竹　和　広 長 井 古河電工パワーシステムズ
株式会社長井事業所 伊　藤　　　賢

〃 医 療 法 人 霞 晴 堂 吉　田　吉　則 〃 葉 山 建 設 株 式 会 社 神　尾　利　子

村 山 株 式 会 社 ジ ェ ッ ク 佐　藤　淳　二 〃 株 式 会 社 手 塚 建 材 菅　原　武　彦

〃 株 式 会 社�
ロータス車検センター 鈴　木　　　弘 〃 こ ぶ し 運 転 代 行 社 渋　谷　健　一

尾花沢 有限会社清藤鉄工所 清　藤　　　純 小 国 認 定 こ ど も 園
す み れ 保 育 園 五十嵐　大　二

〃 有限会社エヌエス・商会 永　沢　昌　彦 南 陽 和 興 建 設 株 式 会 社 山　口　恵　春

最 上 株式会社新庄タクシー 伊　藤　　　崇 米 沢 太 田 建 設 株 式 会 社 長谷部　章　一

〃 株式会社富士ソーイング 小　沼　拓　郎 〃 株 式 会 社 ラ イ ナ ー 加　藤　浩　司

〃
社会福祉法人豊寿会�
障 害 者 支 援 施 設�
最 上 ふ れ あ い 学 園

永　瀬　繁　樹 〃 山形故紙回収株式会社 髙　橋　憲　司

〃 株 式 会 社�
新庄第一自動車学校 佐　田　浩　幸 〃 株 式 会 社 カ ト ペ ン 鈴　木　敏　昭

〃 株式会社ヤマトテック 岸　　　謙　二
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◎優良事業所の部� 10事業所
　　事業所の安全運転管理対策を積極的に推進し、交通事故防止に多大な成果を�
　収めている事業所

地 区 名 事　　業　　所　　名

山 形 株 式 会 社 市 村 工 務 店

上 山 丸 松 物 産 株 式 会 社

寒 河 江�
西 村 山 社 会 福 祉 法 人 朝 日 町 社 会 福 祉 協 議 会

村 山 株 式 会 社 矢 萩 土 建

最 上 株 式 会 社 荘 内 銀 行 新 庄 支 店

酒 田 東 北 電 機 鉄 工 株 式 会 社

鶴 岡 株 式 会 社 誠 朋 建 設

長 井 樋 口 建 設 株 式 会 社

南 陽 齋 藤 土 木 株 式 会 社

米 沢 世 紀 株 式 会 社
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第6４回山形県交通安全県民大会

大　会　宣　言（案）

　交通事故のない安全で安心して暮らせる住みよい郷土をつくることは、私たち県

民すべての願いであります。

　本日、この山形県交通安全県民大会において、私たちは決意を新たにし、交通事

故の撲滅を図るため、関係機関や関係者の総力を結集し、交通安全「互いに守る 

思いやり」県民運動により、次の事項を強力に推進します。

一、交通ルールを遵守し、安全運転の模範となります

一、�家庭、職場、地域で声を掛け合い、夜光反射材を着用し、交通事故の防止を徹

底します

一、横断歩行者が安全に横断できるよう

　　　歩行者は、車が来る方を見て手を挙げて運転者に合図します

　　　運転者は、一時停止をして手で横断を促します

一、自転車安全利用五則を遵守し、安全で適正に利用します

一、飲酒運転は、「しない、させない、許さない」を徹底します

　以上、宣言します。

　令和７年１０月２２日

第6４回山形県交通安全県民大会
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記念講演

安全運転を続けるために
～ベテランドライバーに知っておいてほしいポイント～

講　師：�ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社
　　　　上席コンサルタント

　　　　金　井　昭　樹　氏

1993年 東京都立大学 経済学部 経済学科卒
大東京火災入社（現あいおいニッセイ同和損保）
損害サービス調査部門で約20年間、自動車事故を担当
高額賠償や裁判訴訟・モラル事例まで幅広く経験
現在、MS＆ADインターリスク総研株式会社へ出向
（リスクマネジメント第二部 運輸総合 RMG所属）

講師プロフィール

〈MEMO〉
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